
ママエッセイ「夏休みの思い出」

★9月 7日 (水)10:40～12:00 スタッフ・母親アドバイザー研修会
テーマ：「子育て支援におけるオンラインの活用について」
（⇒おかげさまで無事に終了しました）

【問い合わせ先】
北海道文教大学 子育て教育地域支援センター〔通称 文教ペンギンルーム〕
Eメール：kawabata@do-bunkyodai.ac.jp 電話番号：(0123)34-0019（代表）
担当：加藤 裕明（センター長）・西野 美穂・山本 愛子・竹内 智香・佐藤 志帆

文教ペンギンルーム ★2022年 9月の活動について（報告）

暑さのピークが過ぎ、朝晩涼しい季節となりました。学生たちは夏休み期間に入っています。
この期間、文教ペンギンルームでは、子育て支援にかかわる公開講座やママサポートプログラ
ムなどの準備を進めています！楽しいプログラムを企画していますので、どうぞお楽しみに！

文教ペンギンルーム
「子育てトライアングルあいあい」
ニュース★2022年夏休み特別号★

この夏休み中、我が家族の以前からの夢を一つ叶えることが出来ました。それは北
海道そして日本の最北端である、稚内市宗谷岬へ旅行することです。
以前から、宗谷岬へ行ってみたいと旅の計画を練っていたのですが、天気やコロナ

の情勢等で予定をキャンセルしたこともあり、この夏、ようやく実行することが出来
ました。
旅の途中では海や道の駅に寄り道をしつつ、宗谷岬まで約6時間の長距離ドライブ。

たどり着いた最北端のモニュメントには、観光客の長い列が出来ており、にぎわって
いました。その日は稚内市に泊まり、稚内港北防波堤ドームや稚内駅の最北端の線路
モニュメント、ノシャップ岬や日本最北の水族館を観光し、急ぎ足ではありましたが
最北端の地を楽しむことが出来ました。稚内市では、野生の鹿が住宅地近くにまでた
くさんいることに驚きました。長く北海道に暮らしていても、初めて見る景色に感動
がたくさんありました。
我が家の子どもたちは中学生と小学生。今はまだ、休日は家族で行動を共にするこ

とが多いのですが、これからは家族四人で旅行することも、そ
ろそろ難しくなってくるかも知れません。帰り道、「また同じ
景色を見られるだろうか。その時は子どもたちも巣立ち、夫婦
二人の旅行だろうか…。」等と少しだけ切ない気持ちを抱えな
がら、雄大な利尻富士を眺めていました。

子育て教育地域支援センター活動支援員 佐藤志帆
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